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Ⅰ 研究の目的と目標 

○岩手県内の学校におけるタブレットPCを活用した指導方法・指導体制の工夫改善を通じて，協働

型・双方向型の授業革新の推進に資することを目的とします。 

○今後導入が加速するタブレットPCについて，先進事例を踏まえながら，学校や児童の実態，教科

の特性等に即した効果的な活用の在り方について実践的に明らかにすることを目標とします。 

 

Ⅱ 研究の構想 

「平成26年度学校における教育の情報化の実態等におけ

る調査結果」では，【図１】に示す通り，平成27年３月現

在でタブレットPCの台数は156,356台となっています。平

成25年（3月）の台数は36,285台で平成26年（3月）の台数

は72,678台と２年連続で倍増しており，全国的にタブレッ

トPCの導入が加速していることが分かります。 

タブレットPCの特長として中川（2015）は，次の四つを挙げています。 

 

 

 

 

岩手県のタブレットPCに関する取組について，平成25年度にICT機器の活用事例を集めて，実践

集を作成し，26年度においても，継続して実践を収集しました。しかし，この実践で使用したタブ

レットPCは，ネットワークに繋がらない状況で使用したもので，限られた環境での実践に留まって

いました。また，県内のICT活用に関する実態を調べると，導入・拡張が進んでいる自治体が少な

いこと，そして，全国学調の結果からICTの活用が進んでいないことも示されています。 

そこで，本研究では【表１】に示す学習分類表を作成し，実践を行うこととしました。表中の縦

軸は文部科学省による「学びのイノベーション事業」で設定された学習場面であり，横軸は，無線

LANの環境が整っていない場合や，授業支援システムを活用するか，といったハード環境と教員の

ICT活用指導力に応じて分類した段階を表します。 

【図１】教育用PCのうちタブレットPCの台数 

【表１】タブレットPC活用における学習分類表 

 

①「パーソナル」…タブレットPCの導入により，一斉学習だけでなく，個々の活動への対応が可能となります。 
②「コンパクト」…学校生活の多くを過ごす教室で，様々な活用が可能となります。 
③「オールインワン」…タブレットPC１台で，「撮影」「視聴」「発表」等の利用が可能となります。 
④「プラットフォーム」…授業支援システムと組み合わせることで，児童生徒の思考状況を手元で把握したり，

電子黒板に転送して全体で共有したりすることが可能となります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 指導実践Ⅰ及び授業実践の考察 

指導実践Ⅰ及び授業実践では，合わせて12の実践事例

を積み上げました。これらの実践から見られた傾向とし

て，主に行われる活動は，次の四つでした。 

 

 

 

 

このうち①～③については，学校のハード環境や教員の

ICT活用指導力に応じて段階的に活用されていくことが

実践の中で示されました。 

この実践の中で，複式指導の間接指導場面で活用した事例が

あります。複式指導では，担任の直接指導がない中で児童同士

で学び合う機会が多いのですが，この時間の中で，タブレット

PCを活用し，学習ソフトに取り組ませました。これまでに行っ

ていない学習活動が加わったことにより，児童自身で進める学

習に変化が生まれ，意欲を持続させて取り組むことができまし

た。また，５，６年の複式指導では，授業支援システムと組み

合わせ，児童に取り組ませたいWebサイトのショートカットを

配布し，効率的に自学に取り組ませることを可能としました。 

６年理科の実践では，ネットワークを介して児童の書き込んだ情報を電子黒板に整理して映し出

す連携型の授業が行われました。ここでは

「DNPデジタルペン授業支援システムオープ

ンノート」を用いました。これは，ワークシ

ートに手書きした内容を，リアルタイムにデ

ジタル化し，タブレットPCや電子黒板で共有

できるシステムです。セロリの葉柄の断面を

染色液に漬けて，どの部分が水の通り道であ

るか，着色すると思われる所を３，４人で構

成された10のグループごとにワークシートへ

記入させます。記入内容はグループに配布さ

れたタブレットPCに映し出します。同時に各

グループの記入内容が電子黒板に配信され，

全体でグループの考えを共有しやすくなるこ

とをねらいました。この実践の成果として次

の三つが挙げられます。 

 

 

カメラ機能の活用（４年理科） 

間接指導場面での活用（２年算数） 

DNPデジタルペン授業支援システムオープンノートとワークシート 

【指導実践及び授業実践の計画】 
１  研究協力校（花巻市立笹間第二小学校，軽米町立軽米小学校）において「学習分類表」を基に各校の実態に

合わせた実践を行います（指導実践Ⅰ－学習分類表❶～❿）。 
２ 軽米町立軽米小学校において当センターが開発した情報モラル教材の中にある掲示板機能を道徳の振り返り

や音楽の鑑賞の場面で活用し，互いの考えを共有しやすい環境を生かした授業の在り方について検証します
（指導実践Ⅱ－学習分類表⓫）。 

３ 長期研修生が所属校においてタブレットPCを活用して思考力・判断力・表現力の育成につながる授業の在り
方を検証します（授業実践－学習分類表❶～❼）。 

※ 長期研修生の研究については別資料にまとめています。 
【検証計画】 

１ 指導実践Ⅰの授業実践後の教員への聴取による内容の整理 
２ 指導実践Ⅱの授業実践における児童の記述及び交流場面の分析 
３ 指導実践Ⅱの事前と事後における児童への意識調査による分析 

 

①インターネット検索のよる調査活動 
②カメラ機能の活用 
③カメラ機能と書き込み機能の組み合わせ 
④教員による教材提示での活用 



 

 

 

 

 

 

このような授業が日常的に行われるようになるにはま

だ時間を要するかもしれませんが，児童の取り組む様子

を見ると，学習を進める過程に難しさを感じる場面はほ

とんどなく，スムーズに，そして生き生きと活動する姿

が見られ，授業革新の推進，教育の質の向上に向けた実りある実践となりました。 

 

Ⅳ 指導実践Ⅱの考察 

当センターでは，情報モラル指導のための体験型教材を開発してきました。本実践においては，

その中の「情報サイトLAN」の掲示板機能を活用しました。この実践で，掲示板機能に効果が期待

できることとして次の四つが挙げられます。 

 

 

 

 

 

  ４年道徳では，「勤勉・努力，忍耐」の内容項目の資料

で学習し，終末場面での自分自身や友達の頑張りを見つめ

る際の交流で掲示板機能を活用しました。 

この実践において，23名全員が振り返りの記述を行うこ

とができました。そして，振り返りの場面は，一見静かで

動きがない学習活動のように見えましたが，実際は，一人

一人が他者の考えを知ろうとする能動的な活動となりまし

た。また，「金管で，失敗しないようにしている。」を受

けて，「金管クラブの○○ちゃん，きっと成功するよ」と

励ましの書き込みが行われるなど児童同士の関わりが深ま

る学習が展開できることも確かめられました。 

５年音楽では，山田耕筰の歌曲「待ちぼうけ」を聴き，詩の内容や音楽との結び付きを理解し

て，表現の工夫を味わいながら聴くことを目標として実践しました。鑑賞は，歌詞の内容を確認し

た後で，「言葉とリズム」「言葉とメロディ(旋律)」「速さ」の三つの観点を意識して行わせまし

た。タブレットPCは展開場面で，自分が感じたことを表現するとともに，他者の鑑賞を読むことで

違う観点での気付きを促し，交流を深めることをねら

って活用しました。 

この実践においても，21名全員が記述することがで

きました。内容としては「速さ」や「言葉とリズム」

に関する気付きが多く，「言葉とメロディ」について

の気付きは多くありませんでした。そこで，授業者は

一旦全体で共有する場面を設け，「言葉とメロディ」

に気付けるように指導を加えました。その結果，【表

２】にあるように「音程が高くなったり，低くなって

いた。」という記述等が加わり，新たな視点に気付か

せることができました。 

グループの仲間で共有する場面 

 

書き込みを基にまとめている場面（４年道徳） 

友達の書き込みを読んでいる場面（５年音楽） 

○予想がテーブル上のタブレットPCに映し出され，グループ
の仲間で共有しやすくなりました。 

○電子黒板に各グループの予想が映し出されるので，他グル
ープとの比較が容易となりました。 

○電子黒板に映し出された予想を類型化するのが容易となり
ました。その結果，観察の時間を十分確保することができ
ました。 

○他者の書き込みを見ることが可能となるため，全体で考えを共有しやすくなります。 
○他者の書き込みを受けて，追加書き込みすることで，自分自身や全体の考えを深めることができます。 
○普通，早く活動が終わった児童は待っていることが多かったのですが，この時間を考えを知る時間に変えるこ

とができ，より深い学習を進める有効な手立てになり得ます。 
○書き込みの内容に関して教師による的確な価値付けが容易となり，ねらいに迫る学習展開が可能となります。 



【表２】音楽における鑑賞の内容分類表（後半）※表中の児童名は全て仮名（かめい） 

※表中のAは「言葉とリズム」Bは「言葉とメロディ」Cは「速さ」 

本実践によってタブレットPCによる掲示板機能の活用が，授業革新を推進する上で有効な手法の

一つとなることを示したと言えます。 

 

Ⅴ 指導実践Ⅱにおける意識調査の分析 

指導実践Ⅱの事前と事後に意識調査を行いました。タブレットPCを使った学習の感じ方につい

て，５点について４件法で調べました。その中

で積極肯定の回答の割合を抽出して【図２】の

グラフに示しました。事前調査では「自分の考

えを伝えることができる」について28.6％でし

た。これは，タブレットPCの活用が「伝える」

ことに関して効力を発揮する場面が少なかった

ことが考えられます。ところが，事後調査では

46.4％となり，17.8ポイント増加しました。掲

示板機能により，「伝える」ことに関する有用

性を実感した児童が増加したと言えます。 

自由記述の設問「タブレットPCを使ってよか

ったときはどんなときか」では，事後調査において事前調査にはなかった内容が多く記述されまし

た。それらの記述は【自分の考えを表現できる】【自分の考えを見てもらえる】【友達の考えを見

ることができる】【友達と交流ができる】【自分の考えを深めることができる】【簡単・効率】の

六つに分類できました。 

記述の中には，「みんなの前では話せないけどタブレットだと気軽に書き込める」や「言いにく

いことも書くことで自分の考えを知ってもらえる」といった内容があり，掲示板への書き込みが実

名であっても，発言よりも考えを表出しやすいと感じた児童がいることも確かめられました。授業

者は「普段あまり発言しない児童の考えを引き出したい」等の指導の意図と学習のねらいとを照ら

し合わせて効果的な活用場面を設定することができ，タブレットPCを活用することでよりよい学び

が展開できるものと考えます。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

研究の成果（○）として二つ，今後の課題（●）として三つを挙げました。 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】タブレットPCを使った学習の感じ方 N=84 

○学習指導の充実のためのタブレットPCの活用の在り方について，段階的な活用や学校規模に応じた具体的な実践事
例を積むことができました。 

○掲示板機能を活用し，児童同士の考えを共有しやすい環境を生かした学習指導の有用性について明らかにすること
ができました。 

●本研究で分類した学習分類表を実際の活用状況に合わせて見直す必要があります。 
●本研究で行われた実践に新たな実践を加え，内容を充実させる必要があります。 
●「情報サイトLAN」を様々な学習活動に活用できるためのシステムとして改良，開発を進めていく必要があります。 


